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中城村第四次総合計画     

第２節 歴史伝統  受け継がれてきた価値を再認識し、心豊かに暮らせる村 

（１）基本目標  

本村は、世界遺産に登録されている中城城跡をはじめ、安里のテラ ※ １ 、伊舎堂

前の三本ガジュマル ※ ２ 等の文化財や集落内における屋敷林や生垣、拝所、御嶽 ※ ３

等、様々な文化財、文化資産を有しています。それらを適切に保全し、次代へ継

承を図るとともに、状況に応じた整備方針の検討や情報発信により、観光資源と

しての活用も視野に入れた取り組みを推進します。 

また、村内地域それぞれの歴史、文化、伝統、環境を尊重し、さらに、本村の

英雄である護佐丸など、郷土に対する誇りや愛着を育み、情報発信による周知を

図っていくことで、受け継がれてきた価値の再認識に努めます。 

 

（２）施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用 語 解 説  

※ １ 【 安 里 の テ ラ 】 子 孫 繁 栄 ・ 無 病 息 災 な ど を 祈 願 す る 拝 所 。 県 指 定 有 形 民 俗 文 化 財 。  
 
※ ２【 伊 舎 堂 前 の 三 本 ガ ジ ュ マ ル 】か つ て 中 城 城 跡 の 近 く に あ っ た 伊 舎 堂 の 集 落 は 、何 ら か の 理 由 に よ り 現 在 の 地 に 移 動

し て き て お り 、 一 説 に よ る と 、 こ の 三 本 ガ ジ ュ マ ル は 最 初 に 移 動 し て き た 三 組 の 夫 婦 が 、 そ れ を 記 念 し て 植 え た と
伝 え ら れ て い る 。 村 指 定 史 跡 。  

 
※ ３ 【 御 嶽 】 琉 球 の 信 仰 に お け る 祭 祀 な ど を 行 う 施 設 。
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中城村第四次総合計画 

 

基本施策①：歴史的環境の保全と活用 

 

【現状と課題】  

文化財や歴史資産については、これまでも調査研究や整備が行われていますが、

特に世界遺産に登録された中城城跡に関しては、保護・継承・活用に向けて、県

営中城公園の整備、歴史の道 ※ １ の周辺整備などのハード事業から、歴史の道ウォ

ーキングの開催や歴史文化財案内人育成、HP の開設などのソフト事業まで様々な

施策が展開されてきました。本村には、この中城城跡をはじめとして、新垣グス

ク ※ ２ 、ペリーの旗立岩 ※ ３ 、護佐丸の墓 ※ ４ 、安里のテラ、伊舎堂前の三本ガジュマ

ル、泊の大クワディサー ※ ５ など優れた歴史的環境が残されています。いずれも先

人から受け継がれた本村の重要な歴史資産であり、村民の誇るべき共有財産です。 

また、集落内に残る、御嶽や拝所などの祭祀空間等は、集落に密着した文化と

して重要であり、古くから本村の「とよむ」暮らしの基盤となってきました。 

今後は、こうした文化財の保護・継承に向けた取り組み体制をさらに強化し、

調査研究活動などによる実態把握に取り組むと共に、村内に残る文化財の情報を

広く発信するため、展示施設の開設、解説・誘導板の設置やイベント等のソフト

事業の充実を進めていく必要があります。 

 

【実施施策】  

①学術調査・研究活動の推進 

●文化財の歴史的、学術的な調査・研究活動を継続して進め、文化財保護への取

り組みを強化します。 

●中城城跡に関わる発掘調査や本村の歴史民俗資料などに関する調査研 究など

の成果を生かし、それらの常設展示と歴史学習の場となる拠点の整備促進を図

り本村の村民に対して生涯学習の場とすると共に、観光客等を介し全県および

全国に発信する場を目指します。 

 

②歴史的環境及び自然環境の保全 

● 中 城 城 跡 周 辺 に つ い て は 、 中 城 城 跡

の 計 画 的 な 保 存 整 備 と と も に 、 周 辺

地 域 と 一 体 と な っ た 県 営 中 城 公 園 整

備事業 ※ ６ を促進します。 

● 集 落 の 立 地 特 性 を 生 か し 、 先 人 た ち

よ り 受 け 継 い だ 優 れ た 環 境 の 保 全 ・

育 成 を 基 本 と し 、 と く に 生 垣 、 屋 敷

林 の 育 成 と と も に 拝 所 、 文 化 財 な ど

の保全と環境整備に努めます。 

 

 

 

 

 

用 語 解 説  

※ １【 歴 史 の 道 】王 朝 時 代 、首 里 城 と 中 城 城 を 結 ん だ 歴 史 あ る 道 。現 在 は 整 備 さ れ 、沿 道 に ペ リ ー の 旗 立 岩 や 新 垣 グ ス ク
な ど の 文 化 財 も 点 在 す る 。  

 
※ ２【 新 垣 グ ス ク 】新 垣 集 落 の 後 方 に あ る グ ス ク 。地 元 で は 単 に 御 嶽 と 称 す る の が 一 般 的 で 、こ の 一 帯 は 集 落 の 重 要 な 拝

所 に な っ て い る 。  
 
※ ３ 【 ペ リ ー の 旗 立 岩 】 新 垣 グ ス ク の 北 方 に あ る 琉 球 石 灰 岩 の 岩 。 1853 年 に 米 国 の ペ リ ー 提 督 一 行 が 日 本 遠 征 の 途 次 、

那 覇 に 寄 港 し 、 本 島 を 調 査 し た 際 に 、 中 城 城 跡 の 手 前 で こ の 岩 に 遭 遇 し 、 隊 員 が 頂 上 に 登 っ て 旗 を 立 て た と い わ れ
る こ と か ら 旗 立 岩 と 呼 ば れ て い る 。 村 指 定 史 跡 。  

 
※ ４ 【 護 佐 丸 の 墓 】 15 世 紀 ご ろ 活 躍 し た 中 城 按 司 ・ 護 佐 丸 （ 唐 名 ・ 毛 国 鼎 ） の 墓 で 、 台 城 に あ る 。  
 
※ ５ 【 泊 の 大 ク ワ デ ィ サ ー 】 伝 承 に よ る と 、 200 年 ほ ど 前 、 首 里 王 府 か ら 派 遣 さ れ て き た 中 城 間 切 番 所 の 役 人 が 任 期 を

終 え て 離 任 す る 際 、 懇 意 に し て い た 泊 村 の 人 た ち と の 別 れ を 惜 し ん で 植 え た も の だ と い わ れ て い る 。 村 指 定 天 然 記
念 物 。  

 
※ ６ 【 県 営 中 城 公 園 整 備 事 業 】 平 成 8 年 に 策 定 さ れ た 「 中 城 公 園 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 平 成 9 年 か ら 進 め ら れ て い る 整

備 事 業 。 計 画 決 定 面 積 98.8 ヘ ク タ ー ル で 、「 歴 史 、 自 然 と 共 生 す る 文 化 創 造 の 公 園 」 を テ ー マ と す る 。  

中城公園計画図
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中城村第四次総合計画     

 

 

 

③中城城跡や歴史の道等の計画的な保存整備  

● 中 城 城 跡 に つ い て は 、 関 係 機 関 と の

連 携 の も と に 、 計 画 的 な 保 存 整 備 事

業を継続していきます。 

● 歴 史 の 道 に つ い て は 、 計 画 的 な 保 存

整 備 事 業 を 推 進 す る と と も に 、 完 了

後 は 、 歴 史 の 道 と そ の 周 辺 一 帯 を 国

指 定 文 化 財 と し て の 登 録 を 視 野 に 入

れた取り組みを行います。 

 

 

 

④観光拠点としての活用の推進 

●中城城跡を含め、村内に分布する数多くの歴史資源については、文化財として

の保全を図り、これらを取り巻く歴史的環境や美しい自然環境が楽しめるよう

観光の拠点としての活用を推進します。 

●斜面上からのダイナミックな眺望を楽しみながらハイキングや散策等 様々な

活用が図れる歴史の道の活用を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤村民意識の高揚 

●優れた歴史的環境を村民共有の地域財産として認識できるよう、文化財学習

の機会創出や各種広報活動による文化財保護思想の普及とともに、保全地区

の案内・表示板の設置、歴史散策ルートの設定など、保護・継承に向けた取

り組みの充実を図ります。 

●本村の、貴重な歴史・文化（民俗芸能・祭祀関係等）や伝説などを掘り起こ

し、新たな中城発見ができるような機会を創出します。これは、中城村内が

まるごと歴史博物館 ※ １ であるという意識の高揚を図る活動の核として、継続

的な運営を行うものとします。 

 

歴史の道（ハンタ道）

用 語 解 説  

※ １【 ま る ご と 歴 史 博 物 館 】豊 か な 自 然 環 境 、多 く の 文 化 遺 産 、多 彩 な 産 業 な ど 、魅 力 あ る 中 城 村 全 域 を 屋 根 の な い 博 物
館 と し て と ら え 、 環 境 そ の も の を 博 物 館 と す る 開 か れ た 博 物 館 活 動 。  
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中城村第四次総合計画 

 

基本施策②：伝統文化・民俗芸能の継承と発展 

 

【現状と課題】  

伊集の打花鼓 ※ １ 、津覇の獅子舞 ※ ２ などをはじめとする地域独自の伝統文化・芸

能に関しては、地域に根差した独自の文化として、その価値を新たに見直し継承

していく機運は高まっているものの、今後は、少子高齢化やコミュニティ意識の

希薄化を背景に、独自の伝統文化の継承が困難になってくることが予想されます。

そのため、広報周知の充実による認知度の向上や補助事業や助成メニューの導入

により、地域負担を軽減しながら指導者等の人材育成などに取り組んでいくこと

が必要です。 

また、長期的な視点での伝統文化の継承という側面においては、村内の民俗芸

能の掘り起こしを実施し、年中行事や芸能、伝承等を記録して、次世代に残して

いくための体制整備が必要です。 

 

【実施施策】  

①伝統芸能や風習に関する情報の整理 

●村内の民俗芸能についての文献調査、聞き取り調査を実施し、年中行事や芸能、

伝承等の記録編纂を行うための体制を強化します。 

 

②地域文化に対する周知啓発の推進 

● 村 民 ニ ー ズ に 対 応 し 、 各 種 文 化 講 演

会 、 講 座 や 展 示 ・ 発 表 会 な ど 文 化 イ

ベントの開催、伝統芸能の継承など、

多 様 な 文 化 事 業 の 拡 充 を 継 続 実 施 し

ていきます。 

● 文 化 情 報 の 整 備 と 提 供 に 努 め 、 定 期

的 な 周 知 広 報 を 実 施 す る こ と に よ り 、

村 民 の 文 化 活 動 へ の 参 加 促 進 や 地 域

文化に対する意識高揚を図ります。 

 

③文化団体の育成支援の推進 

●村文化協会や各文化団体の育成を支援するとともに、自主的な文化活動の推進

体制を強化します。 

●団体間及び広域的な交流など幅広い文化活動のネットワーク化を促進し、新た

な文化創造に努めます。 

 

④地域文化の発展に向けた取り組みの推進 

●多世代交流など地域における体験活動の機会を拡充し、若い世代の担い手を増

やしながら、継続的な地域文化の発展に努めます。 

 

（３）成果目標 

指 標 の 名 称  
現 況 値  

（ 平 成 22 年 度 ）  

中 間 目 標 値  

（ 平 成 28 年 度 ）  

最 終 目 標 値  

（ 平 成 33 年 度 ）  

各 種 文 化 イ ベ ン ト 開 催 数  4 5 6 

 

 
用 語 解 説  

※ １【 伊 集 の 打 花 鼓 】伊 集 に 伝 承 さ れ て い る 中 国 風 の 民 俗 芸 能 。地 謡 と 踊 り 手 11 名 に よ っ て 演 じ ら れ る 。中 国 風 の 服 装 、
髪 型 は 弁 髪 、 歌 詞 も 中 国 風 。 県 指 定 無 形 民 俗 文 化 財 。  

 
※ ２【 津 覇 の 獅 子 舞 】五 穀 豊 穣 、無 病 息 災 、共 同 体 の 繁 栄 を 祈 願 す る 祭 祀 と し て 演 じ ら れ 、舞 の 型 と し て は 、一 頭 で 雌 と

雄 を 演 じ 分 け る の が 特 徴 。 村 指 定 無 形 民 俗 文 化 財 。

伊集の打花鼓


